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●神田所長就任挨拶 ●「美讃」一般公開（７／１７：海の日）のご案内

●新番丁小学校５年生環境学習 ●香川高専学生「美讃」見学会 等

平
成
29
年
4
月
1
日
付
で

事
務
所
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
神
田
忠
士
と
申
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
旧
建
設
省
入
省
後
、

平
成
8
年
度
か
ら
2
年
間
は

松
山
工
事
事
務
所
、
徳
島
工

事
事
務
所(

い
ず
れ
も
当
時
の

名
称)

で
勤
務
し
て
お
り
、
そ

れ
以
来
20
年
ぶ
り
に
四
国
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

私
自
身
、
こ
れ
ま
で
主
に

道
路
部
門
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
て
、
港
湾
・
空
港
部
門
は

初
め
て
で
す
。
違
う
分
野
で

の
業
務
に
戸
惑
い
も
感
じ
ま

す
が
、
利
用
者
の
視
点
に
立

ち
、
喜
ば
れ
る
事
業
を
追
求

す
る
こ
と
は
ど
の
部
署
で
も

共
通
で
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、

自
分
自
身
も
納
得
で
き
る
よ

う
な
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
、

と
思
う
次
第
で
す
。

異
動
し
て
す
で
に
3
ヶ
月

経
ち
ま
す
が
、
雑
感
と
抱
負

を
少
し
書
き
ま
す
。

当
事
務
所
の
課
題
は
航
路

浚
渫
、
坂
出
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト

プ
ラ
ン
、
ク
ル
ー
ズ
誘
致
、

海
洋
環
境
の
改
善
、
港
湾
の

防
災
対
策(

Ｂ
Ｃ
Ｐ
な
ど)

、

空
港
の
機
能
改
善
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
一
方
、
港

湾
や
空
港
の
施
設
整
備
に
際

し

て

は

、

フ

ェ

リ

ー

や

ジ
ェ
ッ
ト
機
等
の
「
旅
客
」

の
み
な
ら
ず
、
「
貨
物
の
荷

主
」(

港
湾
周
辺
の
立
地
企
業

等)

だ
と
か
、
航
空
機
や
船
舶

の
「
所
有
者(

運
行
者)

」
等

の
動
向
の
影
響
が
大
き
い
一

面
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て

は
、
時
代
の
変
化(

直
接
的
に

は
荷
主
や
所
有
者
等
の
動
向)

に
合
わ
せ
た(

欲
を
言
え
ば
時

代
の
変
化
を
先
取
り
し
た)

対

策(

事
業
展
開)

が
求
め
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
際
、
予
算
や
工
期
の
制

約
の
中
で
短
期
的
な
対
策
と

長
期
的
な
対
策
を
双
方
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
つ
つ
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
浚
渫
と
い
っ
た

航
路
保
全
事
業
や
海
面
清
掃

と
い
っ
た
海
洋
環
境
整
備
事

業
は
水
中
・
水
上
で
の
作
業

で
、
一
般
の
市
民
の
目
に
触

れ
に
く
い
た
め
、
陸
上
の
公

共
事
業
と
は
異
な
る
ア
プ

ロ
ー
チ
で
効
果
や
必
要
性
の

ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

以
上
、
簡
単
で
す
が
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

高
松
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
長

神
田

忠
士

就
任
ご
挨
拶

ロ ス ト ラ ル

2017/5/11 クルーズ客船「 L’AUSTRAL」（高松港初入港！）
総トン数：10,944トン
全長：142メートル
総乗客定員数：264名
所属：ポナン社（仏国）



6
月
2
日
に
環
境
学
習
の
一
環

と
し
て
瀬
戸
内
海
に
漂
う
ゴ
ミ
に

つ
い
て
学
ぶ
出
前
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。

高
松
市
立
新
番
丁
小
学
校
５
年

生
を
対
象
に
海
の
ゴ
ミ
の
現
状
、

ゴ
ミ
が
原
因
に
よ
る
生
き
物
や
環

境
へ
の
影
響
、
海
面
清
掃
兼
油
回

収
船｢

美
讃｣

に
よ
る
ゴ
ミ
回
収
に

よ
っ
て
瀬
戸
内
海
の
環
境
が
守
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
話
し
ま

し
た
。

「
ゴ
ミ
回
収
コ
ン
テ
ナ
に
魚
が

入
ら
な
い
の
？
」
「
ゴ
ミ
が
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
後
、
ゴ
ミ
が
見
つ

か
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
？
」
な
ど

の
質
問
が
出
た
り
、
ク
イ
ズ
で
は

大
勢
の
手
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

海ネット総会 in和歌山

▲海面清掃兼油回収船「美讃」の
操舵室にて質疑応答する様子

★見学は事前申し込み不要・無料

【日時】7月17日(月)(祝日) １０：００～１５：３０
(最終受付１５：００)

【場所】高松港サンポート(大型旅客船ふ頭横）
【内容】浮遊ごみや浮遊油を回収する「美讃」

を一般公開します。
・船内見学（操舵室、作業甲板）
・パネル展示
・船員服試着＆記念撮影

【問合わせ先】
高松港湾・空港整備事務所 企画調整課
ＴＥＬ：０８７－８５１－５５２４

海面清掃兼油回収船

▲海を浮遊するゴミや油を
回収する「美讃」

▲「美讃」一般公開の様子

「美讃」一般公開

香川高専学生「美讃」船内見学 地元小学生への出前講座

5
月
24
日
に
香
川
高
等
専
門
学

校
高
松
キ
ャ
ン
パ
ス
の
専
攻
科
２

年
生
の
学
生
を
対
象
に｢

美
讃｣

の

船
内
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
一
環
で
、
現

場
職
員
か
ら
の
説
明
を
受
け
て
、

学
生
か
ら
は
、
船
の
寿
命
や
回
収

し
た
ご
み
の
処
理
方
法
や
回
収
量

等
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

6
月
2
日
に
和
歌
山
市
内
で
、

海
ネ
ッ
ト
（
注
）
の
総
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
瀬
戸
内
海
沿
岸
市
町

村
で
連
携
し
て
全
体
の
発
展
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
協
議
会

で
、
今
年
は
「
ク
ル
ー
ズ
等
に
よ

る
瀬
戸
内
の
地
域
資
源
を
活
か
し

た
観
光
振
興
」
を
テ
ー
マ
に
参
加

首
長
に
よ
り
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

▲総会の様子

(注)瀬戸内・
海の路ネットワーク推進協議会

飛鳥Ⅱ 50,142トン
入港 8月13日(日) 7時30分
出港 8月14日(月) 14時00分

ぱしふぃっくびいなす 26,594トン
入港 9月26日(火) 9時00分
出港 9月26日(火) 17時30分

にっぽん丸 22,472トン
入港 9月27日(水) 8時00分
出港 9月27日(水) 10時00分

今
回
の
学
習
を
通
じ
て
、
身
近

な
海
を
き
れ
い
に
す
る
大
切
さ
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

～
海
の
環
境
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
～

▲質問をする児童たち
（会場：高松シンボルタワー e-とぴあかがわ）

UTAZU ALOHA ＮIGＨＴ2017
（うたづアロハナイト2017）

【※ご注意下さい】
船の入出港時には、綱取用の
銃(もやい銃)が放たれる等、
大変危険且つ作業の支障となり
ますので、岸壁付近には近づか
ないようにお願い致します。
また、入出港日、時刻はあくまで
予定で、前後又は変更する場合
があります。

び さ ん

【日時】7月15日（土） 17時～21時、
7月16日 (日） 14時～21時

【場所】うたづ臨海公園(香川県宇多津町浜一番丁4）
【内容】フラダンス体験、フードコーナーなど
【問合わせ先】うたづ海ホタルTEL：0877-49-0860

イベント情報


